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第
1
0
回
記
念
総
会
（
通
算
2
1
回
）

創
立
2
0
周
年
記
念
祝
賀
会
無
事
終
る
！

理

事

長

　

隅

　

一

括

平
成
五
年
五
月
に
野
沢
の
水
間
宅
　
（
前
代
表
）
　
で

誕
生
し
た
当
会
も
、
今
年
二
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
取
得
第
十
回
　
（
通
算
二
十
一
回
）
　
の

総
会
と
記
念
祝
賀
会
が
、
六
月
二
十
一
日
　
（
目
）
、

三
軒
茶
屋
の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
タ
ワ
ー
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

ス
カ
イ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
で
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

理
事
の
大
熊
議
長
を
選
出
後
、
平
成
二
√
六
年
度
の

事
業
、
会
計
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
等
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
次
い
で
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算

案
が
審
議
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
区
か
ら
小
堀
由

祈
子
障
害
者
福
祉
担
当
部
長
に
出
席
頂
き
、
区
が
現

在
取
組
ん
で
い
る
障
害
者
の
た
め
の
せ
た
が
や
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
安
心
し
て
継
続
で
き
る

社
会
の
実
現
が
基
本
理
念
で
、
今
年
度
よ
り
五
年
計

画
で
、
区
が
取
組
ん
で
い
る
と
の
事
で
す
。
次
い
で

社
会
福
祉
協
議
会
の
黒
田
明
敏
様
の
音
頭
に
よ
り
全

員
で
乾
杯
を
し
て
祝
賀
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

和
食
の
コ
ー
ス
料
理
と
、
飲
み
放
題
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
酒
好
き
の
？
会
員
に
は
喜
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ー
の
差
入
れ

も
あ
り
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
当
会
理
事

の
望
月
氏
が
、
お
得
意
の
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏

や
、
原
宿
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
レ

ス
ト
ラ
ン
等
で

ラ
イ
ブ
活
動
を

展
開
中
の
紫
の

公
W
i
－
h
影

武
者
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
歌
と

踊
り
と
演
奏
で

会
を
盛
り
上
げ

て
頂
き
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
の
伊

藤
公
子
さ
ん
は
、

新
年
会
の
時
の

韓
国
の
歌
姫
ソ
フ
ィ
フ
ァ
さ
ん
の
時
も
ピ
ア
ノ
を
演

奏
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
心
配
し
た
記
念
誌
も
、
無

事
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
昨
年
の
暮
か
ら
少
し
ず
つ

準
備
を
し
て
来
て
や
っ
と
間
に
合
い
ホ
ッ
ト
し
て
い

ます。記
念
誌
と
い
い
、
ひ
ま
わ
り
通
信
と
い
い
、
毎
日

必
ず
あ
る
移
送
事
業
と
い
い
、
学
友
の
M
氏
が
居
な

け
れ
ば
一
歩
も
進
み
ま
せ
ん
。
お
互
い
高
齢
に
な
っ

て
来
た
の
で
、
一
日
も
早
く
、
後
継
者
を
育
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
に
来
て
い
ま
す
。

移
送
事
業
の
方
は
、
若
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
入
り
、

な
ん
と
か
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
が
…
。

三
ケ
月
先
を
見
て
綜
合
的
に
会
の
運
営
を
進
め
る
に

は
、
か
な
り
の
労
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

私
な
ど
は
、
移
送
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
兼
ね

て
い
る
の
で
、
年
中
無
休
、
二
十
四
時
間
勤
務
と
云

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
現
在
や
っ
て

い
る
仕
事
を
分
担
す
る
に
は
、
最
低
三
名
の
人
材
が

必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
旅
行
等
の
事
務
担

当
者
に
は
、
バ
ス
会
社
へ
の
手
配
、
下
見
に
よ
る
、

食
事
場
所
、
ト
イ
レ
、
休
憩
場
所
、
コ
ー
ス
の
選
定

等
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

移
送
業
務
は
、
基
本
的
に
は
二
十
四
時
間
受
付
け

て
い
る
の
で
、
予
約
、
変
更
、
新
規
・
定
期
の
方
の

移
送
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
連
絡
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

ル
等
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
事
務
的
な
も
の
は
、
年

間
の
報
告
書
と
し
て
、
四
月
は
区
へ
、
五
月
は
国
交

省
へ
、
六
月
は
都
で
す
が
、
提
出
書
類
は
全
部
違
い

ま
す
。
三
ケ
月
ご
と
の
区
へ
の
報
告
、
タ
ク
シ
ー
券

の
整
理
・
換
金
業
務
、
ひ
ま
わ
り
通
信
の
発
行
・
発

送
業
務
、
E
－
C
…
。

三
百
六
十
五
日
、
会
の
仕
事
か
ら
離
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

何
は
と
も
あ
れ
、
後
継
者
探
し
が
急
務
で
す
。
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⑳

春
の
一
泊
二
日
研
修
旅
行

諏
訪
大
社
と
蓼
科
高
原
の
旅

五
月
二
十
三
日
（
土
）
～
二
十
四
日
（
日
）

今
年
の
春
の
研
修
旅
行
は
、
諏
訪
大
社
の
一
つ
下
社

秋
宮
を
見
学
し
て
、
諏
訪
湖
畔
に
建
つ
、
か
ん
ば
の

宿
諏
訪
に
泊
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

の
で
観
光
バ
ス
を
や
め
て
、
中
型
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

に
し
て
連
協
の
杉
田
会
長
に
運
転
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
諏
訪
湖
の
夜
景

と
温
泉
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
の
横
岳
ケ
ー
ブ
ル

も
、
蓼
科
山
や
八
ヶ
岳
の
山
並
み
を
見
な
が
ら
、
展

望
台
へ
。
残
雪
も
あ
る
の
で
、
冷
た
い
風
に
長
居
は

出
来
ず
、
す
ぐ
に
下
界
へ
…
。
国
宝
の
土
偶
が
出
土

し
て
、
一
躍
有
名
に
な
っ
た
尖
石
縄
文
考
古
館
を
見

学
、
あ
い
に
く
国
宝
は
長
野
の
善
光
寺
の
御
開
帳
に

出
展
中
と
か
で
、
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
昼
食
は
、

三
井
の
森
の
中
に
あ
る
、
イ
タ
リ
ア
ン
・
レ
ス
ト
ラ

ン
で
頂
き
ま
し
た
。

シ
ェ
フ
の
心
遣
い

で
我
々
が
到
着
し
て

か
ら
作
っ
て
頂
い
た

の
で
、
暖
か
い
料
理

が
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

国
道
二
十
号
線
の
道

の
駅
白
洲
に
寄
っ
て
、

買
い
物
を
し
て
、
須

玉
I
C
か
ら
中
央
道

で
永
福
へ
。
予
定
通

り
野
沢
に
着
き
ま
し

た。
参
加
者
二
十
一
名
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◎
福
祉
バ
ス
で
の
潮
来
め
ぐ
り
の
旅

七
月
十
二
日
（
日
）

梅
雨
の
中
休
み
？
か
、
各
地
で
記
録
的
な
暑
さ
が

報
告
さ
れ
て
い
る
日
曜
日
に
野
沢
を
出
発
し
ま
し
た
。

渋
滞
も
な
く
東
関
道
の
酒
々
井
S
A
に
十
時
到
着
、

ト
イ
レ
休
憩
し
て
か
ら
、
香
取
神
宮
へ
…
。

若
い
人
達
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
か
で
、
人
気
の

神
社
な
の
で
、
駐
車
場
は
満
杯
で
し
た
。

元
気
な
？
お
年
寄
り
は
、
神
社
ま
で
往
復
し
て
来

ま
し
た
が
、
車
イ
ス
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達

は
、
早
々
に
茶
店
に
入
っ
て
休
ん
で
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
佐
原
市
内
は
お
祭
り
な
の
で
、
バ
ス
が

通
行
止
め
の
為
に
、
伊
能
記
念
館
は
見
学
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
水
生
植
物
園
も
、
七
月
か
ら
一
年
間
閉

園
と
の
事
で
し
た
。

潮
来
の
十
二
橋

め
ぐ
り
を
、
二
台

の
船
に
分
乗
し
て

情
緒
た
っ
ぷ
り
な

女
船
頭
さ
ん
の
案

内
で
楽
し
み
ま
し

た。

お
昼
は
、
か
ん

ば
の
宿
潮
来
で
頂

き
、
道
の
駅
で
買

物
を
し
て
、
予
定

通
り
野
沢
に
帰
っ

て
来
ま
し
た
。

参
加
者
二
十
六
名

掘
之
内
千
代
さ
ん
（
9
2
歳
）
が
俳
句
の
本
を

出
版
し
ま
し
た
。
堀
之
内
さ
ん
は
、
水
墨
画

な
ど
も
習
っ
て
い
た
の
で
、
俳
句
に
併
せ
て

水
墨
画
な
ど
も
載
せ
て
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
区
民
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
展
に
、

書
道
や
俳
句
の
作
品
と
一
緒
に
出
品
さ
せ
て

頂
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
作
品
が
大
き

す
ぎ
て
、
展
示
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

六
月
か
ら
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
を
、

サ
ニ
ー
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
さ
ん
に
依
頼
し
て

い
ま
す
。

そ
の
た
め
ア
ド
レ
ス
が
変
わ
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
H
、
、
w
w
w
ゝ
h
・
幼
生
a
∞
a
y
a
■
O
r
g
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

i
コ
f
O
㊥
h
h
ふ
已
a
u
a
y
a
b
r
g

小
田
原
　
郁
　
代

糞
風
や
え
仏
縁
の
鼻
の
穴

繁
藤
砲
や
肉
に
ね
た
れ
て
且
ち
上
が
り

級
の
上
線
等
の
花
に
隠
ひ
た
つ

亀

　

井

　

歌

　

子

ビ
ゝ
～
ま
で
も
新
田
丘
し
き
青
申
か
な

呈
高
風
や
釣
を
勝
手
に
や
ゆ
れ
て

港
南
明
け
や
小
鉢
ト
ン
ネ
ル
や
つ
ヒ
出
て

堀
之
内
　
千
　
代

カ
ル
メ
ン
の
ゑ
【
え
官
の
薔
薇
の
砲

向
合
の
泉
史
け
て
轟
き
東
急

虎
が
命
鵡
九
〇
の
え
が
為
る

小
松
原
　
錦
　
子

祷
ち
谷
は
ゼ
尊
厳
満
開
の
と
こ
ろ
か
な

ブ
ラ
ウ
ス
の
胸
の
フ
リ
ル
や
砲
稲
招

縁
あ
傍
聴
干
す
風
雪
且
て
か
け
て

宮

　

沢

　

み

ど

り

い
き
な
り
の
互
の
日
産
や
か
き
氷

ジ
グ
ソ
ー
の
最
後
の
ピ
ー
ス
夏
の
富
士

神
官
の
甘
与
の
鼻
骨
時
南

大

　

谷

　

の

り

子

な
み
な
み
ヒ
払
繰
る
欄
や
阜
阜

水
魚
周
や
亀
ヒ
亀
と
が
香
な
っ
て

下
向
き
の
ひ
ま
は
り
も
あ
り
ゝ
ゝ
ん
に
ち
は
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一
泊
二
日

◎
九
月
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク

富
士
山
五
合
目
へ

九
月
の
日
帰
り
バ
ス
ハ
イ
ク
は
富
士
山
の
五
合
目

ま
で
行
き
ま
す
。
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
は
、

一
般
車
両
で
の
乗
り
入
れ
は
規
制
さ
れ
て
、
下
で
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
に
乗
り
換
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

バ
ス
で
す
と
、
五
合
目
ま
で
直
行
出
来
ま
す
五
合
目

で
、
散
策
後
、
河
口
湖
周
辺
で

食
事
を
し
て
、
道
の
駅
に
寄
っ
て

帰
る
予
定
で
す
。

天
候
が
悪
く
、
視
界
も
悪
い

場
合
は
、
朝
霧
高
原
の
富
士
花
鳥

園
に
参
り
ま
す
。

◎
日
　
時

◎
行
　
程

九
月
十
三
日
（
日
）

九
時
出
発

野
沢
～
中
央
道
～

大
月
～
河
口
湖
～

富
士
五
合
目
～
河
口
湖
付
近
で
昼
食

～
道
の
駅
～
野
沢

◎
費
　
用
一
人
七
〇
〇
〇
円

＊
送
迎
希
望
者
は
別
途
一
〇
〇
〇
円

※
参
加
希
望
者
は
八
月
二
十
五
日
ま
で
に
事
務
所
に

◎
理
事
会
を
開
催
し
ま
す

総
会
、
記
念
式
典
も
無
事
終
り
ま
し
た
。

三
ケ
月
ご
と
の
理
事
会
を
左
記
の
如
く
開
き
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
日
　
時
　
九
月
二
十
六
日
（
土
）
十
三
時

◎
場
　
所
　
下
馬
地
区
セ
ン
タ
ー
（
新
し
い
処
で
す
）

◎
議
　
題
　
平
成
二
十
七
年
度
半
期
経
過
報
告

日
光
江
戸
村
見
学
と
那
珂
川
苑

栃
木
県
障
害
者
保
養
セ
ン
タ
ー
那
珂
川
苑
は
、
完

全
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
宿
と
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
達

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
当
会
で
も
三
年
前
に
利
用

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
日
光
江
戸
村
を
散
策
し
て

か
ら
宿
に
参
り
ま
す
。

翌
日
は
、
那
珂
川
沿
い
に
下
り
、
観
光
ヤ
ナ
場
で

有
名
な
大
瀬
ヤ
ナ
で
落
ち
鮎
を
試
食
し
て
か
ら
東
京

へ
帰
っ
て
き
ま
す
。
今
月
下
見
に
行
く
の
で
、
変
更

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

◎
日
　
時
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）
～
二
十
五
日
（
日
）

◎
行
　
程
　
野
沢
～
東
北
道
～
佐
野
S
A
（
休
）
～
宇
都
宮

忙
～
日
光
宇
都
宮
線
～
今
市
に
下
車
～

1
2
1
号
線
～
江
戸
村
見
学
～
日
光
北

街
道
～
矢
板
～
5
2
号
線
～
馬
頭
温
泉
那

珂
川
苑
（
泊
）
宿
発
～
大
瀬
観
光
ヤ
ナ
（
昼
）

～
茂
木
道
の
駅
～
真
岡
忙
～
栃
木
都
賀

l
C
東
北
道
～
蓮
田
S
A
（
休
）
～
野
沢

◎
会
　
費
一
人
　
二
万
三
千
円
～

（
宿
泊
代
、
バ
ス
代
、
見
学
料
、
昼
食

二
回
分
、
高
速
代
、
保
険
代
他
）

＊
今
回
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会
を
利
用
し
ま
す
が
、

春
の
諏
訪
か
ん
ば
の
宿
で
一
回
使
用
済
み
な
の

と
、
我
々
引
率
者
が
下
見
等
で
二
回
使
用
し
て

い
る
為
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
通
常
料
金
に
な
り

ま
す
。

そ
の
分
、
参
加
者
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
。
江

戸
村
の
入
園
料
も
高
い
の
で
…
。
下
見
で
あ
る

程
度
、
金
額
が
判
る
と
思
い
ま
す
が
…
。

昨
日
の
新
聞
に
世
界
で
一
番
大
き
い
花
と
し
て

シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク
の
花
が
咲
い
た
！

と
載
っ
て
い
ま
し
た
。
七
年
に
一
度
し
か
咲
か
な
く

て
、
臭
い
が
強
烈
だ
そ
う
で
す
。
神
代
植
物
園
で

預
か
っ
て
い
て
、
開
花
し
た
そ
う
で
す
。
事
務
所
に

は
、
色
々
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
サ
ボ
テ
ン
も

三
～
四
種
類
あ
っ
て
、
ピ
ン
ク
、
白
、
黄
色
と
か

。
こ
の
間
、
月
下
美
人
の
花
が
五
つ
も
咲
き
ま
し

た
。
夜
六
時
頃
か
ら
咲
き
始
め
、
夜
中
の
十
二
時
に

満
開
に
な
り
ま
す
。
昨
年
は
眠
く
て
十
一
時
頃
の
七

分
咲
き
を
見
て
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

見
学
者
？
も
多
く
、
夜
遅
く

ま
で
賑
や
か
で
し
た
。

真
赤
な
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
も

連
日
咲
い
て
い
ま
す
。
情
熱
の

花
？
を
髪
に
挿
し
て
似
合
う
様

な
素
敵
な
女
性
が
、
現
れ
る
の

を
待
っ
て
い
ま
す
が
…
。

無
理
な
よ
う
で
？
ハ
イ
・
ブ
ス

・
カ
ス
で
我
慢
し
て
ま
す
。
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